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（２）貸借対照表
（単位：百万円）
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［中間財務諸表作成の基本となる重要な事項］ 

１．資参
処理し、売却原価は移動平均法により算定） 

時価のないもの・・・移動平均法による原価基準  

  (2) デリバティブ・・・時価基準 

 (3) たな卸資産・・・・鉄鋼・溶接部門の加古川・神戸の２製ヴパただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づ
く定額法を採用しております。 

  (3) 長期前払費用・・・均等償却しております。なお、償却期間については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっ
ております。 

３．引当金の計上基準 

  (1) 貸 倒 引 当 金・・・債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等
特権で債権についてのふ驃ぬ 電坍 え待花怒範▲ 05 亂 待シ 蕃て妭り j

斾 債務保証損失引当金・債務保証に係る損失に備えるため、被保証者の財務状況等に基づく損失見積額を計上しておりま
す。 

  (4) 事業整理損失引当金・事業整理に伴い発生する損失に備えるため、当中間期末における損失見積額を計上しております。 

   (5) 
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